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3. 1  調査時期
アンケート調査の実施期間は2014年 7 月、2015年 5 月であった。








3. 3  調査対象と回答の属性
クラス単位で、無記名によるアンケート調査を実施した。1 回生99名、2・3 回生100名から回答が
得られたが、記入漏れや不明確な回答等の不備 9 名（1 回生 7 名、2 回生 2 名）をのぞいたため、分析
対象とした回答者は 1 回生92名、2・3 回生98名の計190名（19.4±1.5歳）であった。なお、3 回生とは、
本学の長期履修学習制度で学ぶ 3 年次学生のことである（58名）。
3. 4  分析の方法
各項目に対する 5 段階尺度による回答について学年別に集計をし、順位和検定（以下U検定）によ
り比較を行った。統計処理にはIBM SPSS Statistics 21を使用した。





























































































































































































































































































































視されていることがうかがえる。しかし、1 回生と 2・3 回生とでは、絵画の造形や運動能力、表現力



























































保育者の資質は 2 回生の方が高かった。1 回生はまだ理想の保育という意識が高く、漠然とした自信も
あるが、2 回生については学習や実習を重ねる中で子どもに対する意識や責任感が備わってきた一方で、
現実の自分について冷静な評価をしていると思われた。今後は、日常の学びや実習での学びを総合的に
捉えて学生の成長につながるよう考えていかねばならない。
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